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博物館における研究の重要性,亜深海の貝類を研究材料に

一グロｰバルからロｰカルヘｰ

蟹江1康..､光1)

､,はじめに

著者は,大学で北海道の自重系の研究(蟹江,

1966)を専攻し,その後,横須賀市自然博物館(前

の横須賀市博物館)に就職した.サハリン産の白亜

紀アンモナイトの同定作業を通じて博物館で白亜

紀化石に出会ったことが,三浦半島をフィｰルドと

する研究の方向を決めることになった.

博物館での研究の進め方は,多様である.著者

の横須賀市自然博物館での研究をとおして,それ

がグロｰバル(白亜紀の軟体動物)からの出発であ

り,ロｰカル(三浦半島･相模湾の軟体動物)へ展

開したこと,そして再び原点からの出発(ロｰカル

からグロｰバルヘ)へなったことを例として報告す

る.

2､グロｰバル(白亜紀の軟体動物)からの出発

就職当時の博物館員は,館長を含めて3人の自

然科学系学芸員からなり,従って著者が地質部門

を創設した.当時の地質学･古生物学の学芸員は

国内で国立科学博物館を除くと数名のみであっ

た.久里浜で2年半,そして,現在地へと,博物館

の新築･移転･新展示の制作と多忙な時間をすご

した(博物館研究,44,1-61.1971年.横須賀市博

物館特集号).一方,著者は千地万造(元大阪市立

自然史博物館)民らと文部省のr公立博物館の設

置基準｣制定のための社会教育審議会委員に任命

され,原案をつくっていた.この設置基準は1973

年に公布され,今日の国内の博物館の多くは,この

基準にもとづいてつくられたと言われている.新博

物館の開館1年後の1972年にLosAngelesCounty

1)横須賀市自然博物館:'

〒238-0016神奈川県横須賀市深田台95

MuseumofNaturalHistoryへの研修の機会を与

えられ,カリフォルニアの各地を訪れ,さらにUlS.

NationalMuseumなどで白亜紀の巻貝研究者と

40日間自由に討論することができた(蟹江,1973).

この時の研究成果は1975年の学位論文｢Some

�整慣�畳������慳�潰潤��浴�

northemPacificregion｣にまとめることができた

�慮�����

1973年と1975年の2度にわたり文部省の科学研

究費補助金(海外学術調査,現在の国際学術調

査)によるマダガスカルの白亜紀軟体動物の研究に

参加した.メナベ地方の上部自亜系には現地生と

推定されたオウムガイ類･アンモナイトや二枚貝の

イノセラムスを地層露出面で観察し,また化石層序

学的にいくらでも軟体動物化石を採或できた(蟹

江,1974.1976.1995;Kanieθ亡a五,1977;Asamae亡

a五,1981;ほか).その後は行えないと思っていた,

3度目のマダガスカル調査が1994年に実現し,これ

らの調査成果を｢国際学術調査報告展示･マダガ

スカル島の古生物一インド洋に浮かぶゴンドワナ大

陸の自然をしらべる一｣として1996年に企画展を開

催した(第1図).

マダガスカル帰国後の事変として,アンモナイトの

復元に欠くことのできない比較研究材料である,

｢生きている化石･オオベソオウムガイ｣の飼育観

察をするにあたって結成された｢生きている化石一

おうむがい一総合研究専門家協議会(JECOLN)｣

のメンバｰとして共同研究を1976年から1982年ま

で打つだ(JapaneseExpertConsu1tationonLi作

ingN刎fゴ1us,1980).この間にオウムガイに関する

3度の海外学術調査をフィリピンのネグロス島を中

心に行った(蟹江ほか,1981.1982,Hayasakae亡

キｰワｰド:博物館,三浦半島,新生fに,白亜紀,軟体動物,亜

深海,研究
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機須賀市自然博物魍固O1168･2一･36SS庶急練撒須賀中央駅下躯徒渉10分

後援往目マダガスカル期｡国大使鋸･日本マダガスカル協会

特別〃品11m油人巡化企物学研究所

第1図国際学術調査報告展示｢マダガスカル島の古生

物｣ポスタｰ(1996年).

a1.,1982).その結果,北海道やマダガスカルの白

亜紀アンモナイトが底生遊泳性(necto-benthic)頭

足類であったことが明らかにされ,世界中でオウム

ガイ類を始めとする現生･化石頭足類の比較研究

(例Kaniee亡a1.,1980など)が行われた.The

Chambered!V舳亡伽sNews1etter(1974年創刊)

やCepha1opodNews1etter(1977年創刊)で国際

間の情報交換が行われ,著者の博物館でも日本事

務局をつとめた.

著者は,この期間に北海道浦河地方で5万分の1

地質図幅3枚の作製･調査をも行っていた(酒井･

蟹江,1986;和田ほか,1992).この頃には北海道の

白亜紀フィｰルドで有孔虫や放散虫化石による生

層序学的研究が行われるようになり,著者も微古生

物学者と共同研究を行った.1980年代には蝦夷帯

を含む神居古潭帯はプレｰト境界の前弧海盆堆積

物との見方がなされ(蟹江,1990),多くの研究者が

北海道の自重系を対象とする研究を始めた..著者

らは｢北海道浦河地方における蝦夷層群直下の下

部自亜系｣論文を公表し(蟹江ほか,1981),以後の

北海道での詳細な地質調査は新たな研究者に託す

方が良いと考え,別のフィｰルドを探索し始めてい

た.

3,ロｰカル(三浦半島1相模湾の軟体動物)へ

の展開

当時の地質学にはプレｰトテクトニクスにもとづ

く地層の見方が普及し始めていた.三浦半島での

中新世～鮮新世の三浦層群の研究は,凝灰岩鍵層

猟㌶膿鴛鴛㌫㌻:㌶

南部に分布する地質構造の複雑な三崎層と初声層

の層序と年代と堆積環境には不明な点が多かっ

た.しかし,著者が本格的に力を注いでいなかっ

たことも奉ってし大学｣時代皇エ9β7一竿q樽物館戯職

蒔脊ら御三苔薪だ涯進展は少澄万弓モ丁マこて,著

者らは自重系での研究手法を三浦層群へ持ち込む

ために岡田尚武氏の協力を得て石灰質ナノ化石で

地層の年代を決め,これらの地層に挟まれている

凝灰岩鍵層の対比によって堆積物を比較レた.そ

の結果,三浦半島南部の三浦層群は当時の海溝を

挟んで海側斜面の堆積物であり,半島中･北部の

三浦層群が陸側斜面堆積物である(蟹江ほか,

1991a,b)ことが判明した.このような研究の積み

重ねによって,南関東地域と周辺海域の地質構造

と地殻構造の解明が急速に進められている.

これとは別の古生物学･貝類学的観点から,亜

深海性巻貝の現生･化石の比較研究材料として相

模湾の生きている化石･オキナエビスガイを試料と

して調査･研究する方法を20年来の共同研究者で

ある横須賀市内の海洋科学技術センタｰの服部陸

男博士と相談していたところ,1984年に潜水調査

船｢しんかい2000｣が相模湾の水深100～120mの

岩礁底からオキナエビスガイの生体を採取し,また

別の航海で水深1,100mの深海底からのシロウリガ

イの密集コミュニティに接することができた.その

後,著者らは潜水調査による動物群の観察･採取

調査と堆積岩試料をを採集し,従来不明であった

相模湾,沖ノ山堆列での新第三紀層と第四紀層と

の比較研究を進めて陸上堆積物との対比が可能と

なってきた(蟹江ほか,1996).

4｡再び原点からの出発(ロｰカルからグロｰバ

ルヘ)

上述の方法で,三浦半島と周辺海域の新生界の

化石年代が明らかとなり,地層や産出化石の全国

的な比較検討が可能になってきた.

三浦半島には活発に活動したと考えられる活断

層が5本以上知られている.従来,地域の研究者

が細々と進めていた活断層調査は,1994年以降に
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蟹江康光

艘南博物館(1942-1945)

1960一シンガポｰル国立博物館NationalMuseum,Singaρore

1950一シンガポｰル国立図書館NationalLibrary,Singapore

ラッフルズ博物館1之乱mesL1bmry舳dMusじum,シンガポｰル織物園Sing乱p{)reB〇二anicG帥r〔1ビn

第2図

昭南博物館(現シンガポｰル国立

博物館)は横須賀市自然博物館の

モデルとされた.1.昭南博物館の

職員(1942年),2.昭南博物館で

自由な行動が許された当時の適

性外国人であった英国人研究者,

3.昭南図書館(現シンガポｰル国

立図書館)における羽根田彌太副

館長(元横須賀市博物館長),4,5.

シンガポｰル国立博物館,6.当時

の博物館職員と英国人科学者の

行動を記録して発行された児童

向け図書(石井美樹子作･山中冬

児絵1983.友情は戦火をこえて.

157pp.PHP研究所).

組織的な調査が進められるようになった.一方で

は,地域住民が三浦半島の活断層を自ら学習･調

査しようとする三浦半島活断層調査会が1995年に

誕生し,会員数は200名を越え,会報は13号を数

えている.横須賀市でも冊子｢横須賀市域の活断

層｣を1991年に刊行していたが,1996年には｢横須

賀市域活断層一知ることから始まる災害への対策｣

を市民に大量配布した.長年の懸案であったトレ

ンチ調査は,既に大きな調査成果をあげ,次の段

階の調査計画案が提出されている.三方を海に囲

まれている,三浦半島周辺海域の活構造の調査は

これからである.

相模湾のシロウリガイを始めとする底生動物群

集は,フレｰトの沈み込み帯や断層帯に生息する

化学合成生物群集であることが明らかにされた.こ

の方面の様々な分野と手法で,世界的規模の研究

成果の公開が海洋科学技術センタｰを中心として

急ヒッチに進められている.博物館を会場として,

シンポジュウム｢沈み込み帯における化学合成底生

生物群集一相模湾のシロウリガイ類群集の過去･現

在･未来一｣が日本古生物学会の第144回例会とし

て開催され,その報告は,｢化石｣の60号と61号

(1996年)に掲載されている.

前述のオキナエビスガイは西太平洋海域での特

異な巻貝であり,生きている化石として現生種と化

石種の形態･生息環境･遺伝学的位置･進化様式

地質ニュｰス532号�
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の解明が,世界的規模で明らかにされつつある(例

蟹江ほか,1995).この研究も海洋科学技術センタ

ｰとの特色ある共同研究である.

5｡まとめ

著者がこのよう一な研究の過程をたどってきたの

は,就職時の博物館長が発光生物学というユニｰ

クな分野での研究者であり,また1942～1945年ま

で昭南博物館(今のシンガポｰル国立博物館)の副

館長であった国際的な経験にもとづき,横須賀市

博物館の整備を行っていた.著者の研究が,これ

に影響されたことは明白であり,研究がグロｰバル

からスタｰトするきっかけにもなった(第2図).しか

し,日本の博物館においては個性を有する次世代

研究者の育成システムの整備が不十分であり,これ

からの大事な課題であろう.

横須賀市自然博物館では,一人の研究者が,こ

れまでの古生物学･地質学･活断層学などに加え

て貝類学などの系統進化の解明と地球科学の研究

を行っている.これについては,地質学雑誌に紹

介した(蟹江,1997).近年の公的資金の先細りの

なかで人手･財源不足の根本的解決ができていな

い現状である.地球科学ボランティアの活用も一方

法と考えられ,この場合にはその育成も今後の課

題となる.

参考文献

��愬��慴愬�慮�慮���������漱�楣慈湶�瑩�

条瑩潮潦��条獣�批�敎慴楯��捩�捥��畭���

�歹�剥捥�偲���潦��牡����楮��測��㌭��

Hayasaka,S.,Saisho,T.,Kakinuma,Y一,Shinomiya,A.,0ki,K,

Hamada,T,Tanabe,K,I㎏nie,Y,Ha1土｡ri,M.,Vandevusse,

�������������慢�牡������楡����

(1982):Fieldstudyonthehabitatof1､一aα㎡1usintheenv…ronsof

��慮摎敧��獬慮��������献�洮�杯獨�愀

�������牓�慣����㌸�

JapaneseExpe竹Consu肚ationonLivingNa“亡flus(1980):1,raα〃us

1ηaαη㎜ρ他1αsincaptivity.xxiv+80pp.Toka五Univers卿Press.

蟹江康光(1966):北海道浦河地方の白亜系.地質雑,72,315-328.

蟹江康光(1973)1世界の博物館その35,ロサンゼルス都立自然史博

物館.モンキｰ,130,14-18.

蟹江康光(1974):マダガスカル,東アフリカの古生物調査.横須賀市

博館報,(19):49-56.

Kanie,Y､(1975):SomeCretaceouspate1価｡mgas吐｡pods缶｡mthe

northemPac蘭｡region.Sci.ReptYokosukaCi蚊Mu&,21,1-44,

p亘s.1-20.

蟹江康光(1976):マダガスカル･インドの古生物調査.横須賀市博館

報,22,54-59.

Kanie,Y,H三rano,H､汕dT汕abe,K(1977):LowerCenommi…mmo}

lusksfromDi6go-Su齪rez,no舳emMadagascar.Bu11.Natn.

���献����敲�����㌲�汳���

Kanie,Y.,Fukuda,Y.,Nakayama,H.,Seki,K.,andHattori,M､

(1980):ImplosionoflMngN舳伍1usunder=ncreasedpressure.

��潢楯汯������

蟹江康光･早坂祥三･税所俊郎(1981):中部フィリッピンにおけるオ

ウムガイ自生海域の生態予察調査.横須賀市1奪館報,2),40-42.

蟹江康光･竹谷陽二郎･酒井彰･富田雄一郎(1981):北海道浦河

地方における蝦夷層群直下の下部自亜系.地質雑,87,527-

533,図版1.

蟹江康光(1982):中部フィリッピン,タニョン海峡におけるオウムガイ

の生態調査.横須賀市博館報,28,22-25.

蟹江康光(1990):空知一エゾ帯.日本の地質｢北海道地方｣編集委員

会(編)北海道地方.日本の地質,1,15-17.

蟹江廉光･岡田尚武･笹原由紀･田中浩紀(1991):三浦･房総半島

新第三紀三浦層群の石灰質ナノ化石年代および対比.地質雑,

��㌵���

蟹江康光･服部陸男(1991):三浦層群のクロノロジィと古環境に関す

る諮問題.一日本地質学会第97年討論会の紹介と最近の研究

の動向一.地質雑,97,849-864.

蟹江康光･服部陸男･倉持卓司･池田等(1995):オキナエビス科

の生態と殻の系統分類.JAM町EC深海研究,11,279-284.

蟹江康光(1995):灼熱の国･マダガスカル南西部の無脊権動物化石

調査一20年目のマダガスカル古生物調査一.横須賀市博館報,

����

蟹江康光･服部陸勇･岡田尚武･秋元和實(1996):相模湾沖ノ山堆

列の微化石年代と相模トラフの沈みこみ帯の構造発達史.JAM-

STEC深海研究,12,101-106.

蟹江康光(1997):薄物館紹介6,横須賀市自然博物館.地質雑,103.

�〴���

酒井彰･蟹江康光(1986):西会地域の地質､地域地質研究報告

(5万分の1地質図幅),地質調査所,92pp.

和田僑彦･高橋功二･渡辺順･蟹江康光(1992):5万分の1地質

図幅｢三石｣及び同説明書.73pp.北海道立地下資源調査所.

胞NIEYasumitsu(1998):Pa1eontologica1andgeolog』

�汳�摩�潮�敢慴��浯�畳�楮��畳敵�

景������������

<受付:1998年10月1日>

1998年12月号�


